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【植田孟縉について】
　時おり小雨が舞う冬空のもと、八王子市滝山町の宗
そう
徳
とく
寺
じ
に、本稿の主人公である植田孟縉（うえだ もうしん。宝
暦 7年［1757］–天保 14年［1843］）の墓に詣でた。孟縉
の墓は現在、東京都指定旧跡となっており（図 1）、傍ら
には東京都教育委員会による案内板が建てられている。ま
た山門の脇には昭和 30年（1955）に制作された孟縉の顕
彰碑が置かれている。墓石、顕彰碑ともに高さは大人の背
丈ほどもあり、威風堂々とした佇まいである。
　孟縉（字は君夏、通称十兵衛、号は雲夢齋、無事庵）は
伊予吉田藩の藩医、熊本自庵の子として江戸で生まれた。
19歳で八王子千人同心の植田家養子となり、組頭の一人
として、当時の文化人たちと交流し、後輩の指導にあたり、
自らも書物を著した。昨秋、早稲田大学図書館が購入した
『武
むさし
蔵名
めい
勝
しょう
図
ず え
会』は、その孟縉の著作の一つである。
【『武蔵名勝図会』について】
　江戸時代は地域の歴史や人物、特産品や優れた景観等に
ついて記した「地誌」が、数多く制作された。代表的なも
のでは刊行までに親子 3代、30年以上の歳月が費やされ
た『江
え ど
戸名
めいしょ
所図
ず え
会』（7巻 20冊。天保 5年［1834］、7年［1836］
刊）がある。
　文化 7年（1810）、幕府は『新
しんぺん
編武
むさしのくに
蔵国風
ふ ど き
土記稿
こう
』の編
纂に着手し、文化 9年（1812）、八王子千人同心にも地誌
の探索が命ぜられた。孟縉たちは多摩、高麗、秩父 3郡に
わたる地誌の探索に従事した。孟縉は幕命に従事するかた
わら、調査資料をもとに、文政 3年（1820）、『武蔵名勝図会』
多摩之部 12巻を脱稿した。内容は次のとおりである。
　 巻一　野方領 / 巻二　武蔵野新田・山口領・村山郷 / 巻
三　府中領 / 巻四　府中領・世田ヶ谷領 / 巻五　立川郷・
拝島領・日野領 / 巻六　日野領・由木領・小山田庄・木
曾郷 / 巻七　由井領横山庄之上 / 巻八　由井領横山庄之
下 / 巻九　小宮領之上 / 巻十　小宮領之下 / 巻十一 三田
領之上 / 巻十二 三田領之下
　書名は「武蔵」と記されているが、現存する写本は多摩
郡の部のみである。これは、孟縉が『江戸名所図会』が刊
行されることを知り、武蔵国全土を記すことを止めたと、
幕府担当者の一人であった間宮士信（まみや ことのぶ。
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図 1. 植田孟縉の墓。
「雲夢齋植田孟縉之
墓」と刻まれている。
八王子市滝山町の宗
徳寺にて（令和 2年
［2020］1 月筆者撮
影）。
図 2. 「中野淀橋」の
画（第 8 丁表）に
記された「堤 秋谷」
の署名。落款は「秋」、
「谷」と読める。
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安永 6年［1777］–天保 12年［1841］）の跋文に記されて
いる。
　なお『武蔵名勝図会』は写本で伝わるのみで、版刻され
ておらず、謄写版本が大正 15年（1926）に作製されている。
【購入本について】
　今回購入された『武蔵名勝図会』巻一は、1冊全 44丁、
第 1丁表には書誌学者三村竹清（みむら ちくせい。明治
9年［1876］–昭和 28年［1953］）所用の「十文字文庫」
の印が押されている。多摩郡野方領は、現在の新宿区、中
野区、杉並区、西東京市、所沢市、東村山市にわたってお
り、本巻の記載内容は、下記のとおりである。
　 郡名・郡界、淀橋、中野、本郷村、雑色村、成宗村、阿
佐ヶ谷村、沼袋村、江古田村、天沼村、遅野井村、高井
戸宿、荻窪、田無村、日比田村、大垈村、秋津村
　また、挿画は下記 8点が掲載されている。
　
　 [1]中野淀橋（第 7丁裏～第 8丁表）/ [2]宝仙寺の象と
象骨（第 14丁表～第 15丁表）、蛇骨（第 15丁裏～第
16丁表）/ [3]中野宝仙寺（第 19丁裏～第 20丁表）/ 
[4]僧侶祈祷（第 21丁裏～第 22丁表）/ [5]中野村桃園（第
24丁裏～第 25丁表）/ [6]中野大宮八幡（第 28丁裏～
第 29丁表）/ [7]白旗の奇瑞（第 33丁裏～第 34丁表） / 
[8]郡界図（第 43丁裏）
　画には「堤 秋谷」の署名及び「秋」「谷」の落款が認め
られる（図 2）。
　［8］の郡界図は、村名ごとに黄、赤、青に色分けがされ
ている（図 3）。写本の印象を大きく左右する画が、当館
がすでに所蔵している写本（巻二～五）に比べ、いずれも
丁寧に描かれている。とりわけ [4]と [7]（図 4、5）の人
物描写は、風景画や静物画がほとんどの地誌にしては、突
出した印象を受けるが、それがこの写本の魅力ともなって
いる。今後、本書が他館の所蔵本と比較検証され、より詳
細な研究成果が公表されることを願う次第である。
【参考文献】
片山 夫校訂『武蔵名勝図会』（東京 慶友社 1967）、『八王子千人
同心の地域調査－武蔵・相模の地誌編さん－』（東京 八王子市教
育委員会 2005）、『新八王子市史　通史編 4 近世（下）』（東京 八
王子市 2017）等。
図 5. 「源頼義、白旗の奇瑞を見る」（第 33丁裏～第 34丁表）。
成宗村（なりむねむら。現杉並区）にある白旗、尾崎の地名由来
記事の挿絵。源頼義が奥州下向の際、この地で雲が白旗のように
宿営をおおったという。
図 4. 「秀雄上人井の頭池にて修法」（第 21丁裏～第 22丁表）。
宝仙寺（現中野区）の什物、「龍頭骨」の由来記事の挿絵。住持
の秀雄法印が祈祷により、龍蛇を呼び戻し、枯れた井の頭池に再
び湧水を蘇らせたという。
図 3.「入間郡大垈（おおぬ
た）村と多摩郡日比田村と
両郡中に二村飛越て入交る
図」（第 43丁裏）。
入間郡に多摩郡の日比田村
があり、多摩郡に入間郡の
大垈村がある。「これは中古
以来郡村の名寄せを全く誤
りしものなるべし」と、本
文中に孟縉は記している。
